
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

  

６月から、数字表を使って数字に触れる機会を設けています。最近で

は、給食で「ごちそうさまでした」のご挨拶をする時間などを知らせる

際にも、時計の数字を使っています。「今日は長い針が〇になったらごち

そうさまをします」と伝えると、「〇のおとなりにあるやつでしょ？」と

少しずつ数字に興味を持ってきている様子が見られています。 

また、手帳に出席シールを貼る際も日付の数字を表で確認してから行

うと、正しい場所に貼ることが出来るようになってきました。 

これからも、生活の中で数字に触れる機会を作り、無理なく楽しみな

がら数字に興味を持てるようにしていきたいと思います。 

 暑い日が続く中、子ども達は水遊びや虫捕りなど夏ならではの遊び

を思いきり楽しんでいます。暑さで体調を崩さぬよう、こまめな水分

補給と適度な休息を取りながら元気に過ごしていきたいと思います。 
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 戸外や室内で小さいクラスのお友達も一緒に遊んでいると、優し

く声を掛ける子ども達の姿を目にするようになりました。泣いてい

る赤ちゃんをあやそうと、おもちゃを持ってきて渡したり、頭を撫

でたりと、その姿はすっかりお兄さんお姉さんです。 

 また、「先生○○ちゃん（くん）が泣いてるから来て！」や「あの

おもちゃが使いたいんだって」などと知らせに来てくれたりもしま

す。周りにも目を向けられるようになってきているのだなと、成長

を感じています。今後、さらに思いやりのある子ども達になってい

くことを楽しみにしています。 

 給食の後、おもちゃで遊ぶ前にお手伝いをしてくれる子ども達。 

保育士が掃除をしていると、床に落ちているゴミを拾ってくれた

り、「○○もこれやりたい！」と雑巾がけもしてくれています。「何

でお手伝いしてくれるの？」と質問してみると、「だって先生が全部

やるの大変だから」と優しい言葉が返って来ました。保護者の方々

からも、「お家でもよくお手伝いをしてくれています」というお話を

伺うので、とても嬉しく感じています。素直で優しい子ども達の心

を大切にしていきたいです。 

 

 先日、ボディペインティングを行いました。始めは、恐る恐る指で絵

の具をちょんちょん…と控えめでしたが、慣れてくると、手の平いっぱ

いに絵の具を付けて、友達のお腹や背中に手形を付け合ったり、絵を描

いたりと楽しんでいた子ども達でした。「目に入ったら痛いから顔には付

けないようにしようね」と話をしていたのですが、終わってみると絵の

具が顔にも付いている子が沢山いたので、それほど子ども達が夢中で楽

しむことが出来たのだと感じました。 

夏ならではの経験や遊びを通して、これからも楽しい思い出を沢山作

っていきたいと思います。 


